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院
長 

臼
井 

大
介 

梅
雨
も
明
け
て
暑
い
日
が
続
い
て
い

ま
す
。 

こ
の
季
節
に
な
る
と
、
熱
中
症
の
た

め
に
受
診
や
救
急
搬
送
さ
れ
る
方
が
増

え
る
の
も
毎
年
の
こ
と
で
す
。
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
是
非
、
熱
中
症
対

策
を
行
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
水

分
、
塩
分
を
取
る
こ
と
も
大
切
で
す
が

高
温
環
境
を
避
け
る
の
も
大
事
な
こ
と

で
す
よ
。
よ
く
、
ク
ー
ラ
ー
を
つ
け
る
と

電
気
代
が
高
い
か
ら
と
の
お
話
を
聞
き

ま
す
。
確
か
に
電
気
料
金
も
値
上
が
り

を
続
け
て
お
り
、
個
人
宅
の
み
な
ら
ず

病
院
を
含
む
企
業
に
と
っ
て
も
値
上
が

り
は
大
変
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
ク
ー

ラ
ー
を
使
わ
な
い
よ
う
節
約
し
て
も
、

熱
中
症
に
な
り
入
院
す
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
体
調
を
崩
す
だ
け
で
な
く
ク
ー
ラ

ー
代
以
上
の
お
金
が
出
て
い
く
こ
と
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
ち
な
み
に
Ａ
Ｉ
を

使
っ
て
８
畳
用
エ
ア
コ
ン
で
１
カ
月
ク
ー

ラ
ー
を
使
い
続
け
た
場
合
を
調
べ
て
み

ま
し
た
。
料
金
プ
ラ
ン
や
使
用
機
器
や

間
取
り
な
ど
で
上
下
し
ま
す
が
、
だ
い

た
い
１
万
５
千
円
く
ら
い
と
の
こ
と
で

す
。
入
院
と
な
れ
ば
数
万
円
以
上
は
か

か
り
ま
す
（
こ
れ
も
年
齢
や
収
入
な
ど

で
変
動
し
ま
す
が
）
。
し
か
も
元
気
に
回 

復
す
れ
ば
お
金
だ
け
の
問
題
で
す
が
、

熱
中
症
で
も
重
度
の
方
は
後
遺
症
を
残

し
た
り
命
を
失
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
や
は
り
し
っ
か
り
ク

ー
ラ
ー
を
使
用
し
て
予
防
に
努
め
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
は
、
夏
季
休
暇
や
高
知
県

民
の
大
き
な
楽
し
み
で
あ
る
よ
さ
こ
い

等
も
控
え
て
い
ま
す
。
職
員
の
皆
も
地

域
の
皆
さ
ん
も
健
康
に
は
留
意
し
て
夏

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 

 

個
人
的
に
は
夏
の
楽
し
み
は
何
だ
ろ

う
と
考
え
て
み
ま
し
た
。
子
ど
も
の
頃

は
何
と
い
っ
て
も
夏
休
み
。
昼
近
く
ま
で

た
っ
ぷ
り
眠
っ
て
、
お
昼
を
食
べ
た
ら
日

が
暮
れ
る
ま
で
友
人
た
ち
と
屋
内
外
を

問
わ
ず
遊
ん
で
の
毎
日
で
し
た
。
宿

題
？
そ
ん
な
も
の
は
最
後
の
３
日
で
や

る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
子
を
持
つ
身
に

な
っ
て
み
る
と
そ
ん
な
こ
と
は
言
っ
て

ら
れ
な
い
で
す
ね
。
毎
日
コ
ツ
コ
ツ
や
っ

て
宿
題
し
て
か
ら
遊
び
に
行
き
な
さ

い
。
休
み
で
も
生
活
の
リ
ズ
ム
は
崩
さ
な

い
よ
う
に
。
自
分
の
こ
と
は
棚
に
上
げ

て
？
い
え
い
え
、
至
ら
な
か
っ
た
わ
が
身

を
反
省
し
て
次
世
代
に
伝
え
て
い
く
の

で
す
。 

エ
ア
コ
ン
を
つ
け
ま
し
ょ
う
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地域医療研修 
当法人にて、地域医療研修に取り組まれた 

研修医の先生をご紹介します。 

今回の研修で学び得たことを教えてください。 

研修中、一番印象に残ったことがあれば教えてください。 

指導医、職員の印象を教えてください。 

今回の研修を経て、改めてどのような医師を目指されますか。 

麻
あ

生川
そ が わ

明里
あ か り

 研修医 
（大阪医科薬科大学病院） 

研修期間 

 令和 7年 4月 7日～5月 9日 

日 

出身地： 大阪府貝塚市 

出身大学：慶応義塾大学 

趣味：茶道、カフェ巡り、旅 

   新しいことを学ぶこと 

診療科という分け方がないので、幅広い内科疾患における対応の仕方を学びました。 

また、医学以外の面では対患者コミュニケーションや、他職種の重要な役割も実際 

について見せていただきました。 

100 床を見る医師の数ではないこと。 

ただ、そこで重要なことをしっかり掴んで、時間をうまく賢く使うことを学びました。 

快く質問にも答えてくださり、研修ではとても細やかに教えていただきました。 

職員の皆さんも、患者さまを親身みなって受け止めている様子があり、非常に血の 

通った医療をしているなというイメージがあります。 

的確な指示と、おおらかな心で患者さまに対応できる医師です。 

岸野
き し の

俊介
しゅんすけ

 研修医 
（高知赤十字病院） 

研修期間 

 令和 7年 6月 9日～7月 6日 

出身地： 神奈川県藤沢市 

出身大学：高知大学 

趣味：昆虫採集・釣り 

医師が行うことは医療のごく一部であり、医療もまた患者の人生の一部であるとい 

うことです。自分の視点からは患者のすべてを見ることはできません。医療という一面 

から患者の人生を支えていくことが重要と感じました。 

患者さんと一緒に、退院前のご自宅訪問へ同行させていただく機会がありました。 

その際、患者さんは数カ月ぶりに帰った自宅に着くと涙ぐんでおられました。できる限 

り患者さんの気持ちを汲み取れる医師になりたいと思いました。 

院内の色々な場所ですれ違う職員の皆さんは、いつも明るく挨拶をしてくださ 

いました。そして明るいまなざしは患者さんにも同じように向けられていました。 

海の近い開放的な地域にぴったりな明るいムードを感じました。 

患者さんに安心を与えられる医師を目指したいです。今回の研修で、何度か「やさしそうな先生やね」

と声をかけていただきました。自分の長所と素直にとらえ、多くの患者さんに心を開いてもらえるような

医師になりたいと思いました。 
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研修目的：法人理念・方針・活動内容を把握し、社会人・組織人に必要な基礎知識を身に付ける 

研修目標：1.法人の理念、方針、院内活動が理解できる 

       2.根拠に基づいた専門知識を理解し、実践できる 

       3.職員としての役割を自覚し、責任ある行動がとれる 

       4.他部署の概要が理解できる 

研修受講後レポート（感想）の一部をご紹介します↓↓ 

 この三日間の研修で、改めてあいさつの大切さや多職種との連携、個人情報の取り扱い、感染

対策のことなど様々なことについて学ぶことができました。 

 また、田野病院の理念や社会人のことについても学ぶことができました。田野病院の理念では

“共生”を挙げており、地域住民の皆さまに安心して過ごしてもらえるように自分もチームの一員

として頑張っていきたいと思います。そのためにまず、あいさつから元気よく笑顔で行って行きた

いと思います。相手からのあいさつではなく、自分から行い、患者さんや患者さん家族などにも

目線を合わせて話すことや、何事も笑顔で行うなど、あたり前のことをあたり前に行えるようにし

て行きたいです。 

 さらに、自分の性格についても理解し、得意分野はそのまま伸ばしていき、苦手なことは改善し

つつ他の人にも助けてもらいながら、少しでもなくしていけるように頑張ります。そして専門職と

して日々勉強する姿勢を忘れずに向上心や探求心をもって過ごしていきたいと思います。 

リハビリテーション部 理学療法士 船谷佳叶 

BLS 

ノーリフティング 

認知症サポート 

院内感染 

身体拘束最少化 

医療安全 
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 私の原著論文が、小児心身症研究第31号に掲載されました。 

 注意欠如多動症（ADHD）患者さんの力を引き出すお薬として、メチルフェニデート（商品名：コンサー

タ）があります。この薬を服用し、他者評価では効果が明らかにでていても、患者さん自身が効果を自覚

できていない場合が有ります。そうすると、効果が無いのにどうして飲まなければいけないの（本当は効果

が出ている）と、本人が思ったり、効果が無いという発言を聞いたご家族が、それなら飲ませなくて良いの

ではと思ってしまうことが起きてしまいます。特にメチルフェニデート（商品名：コンサータ）は日中しか効果

が持続しないお薬ですので、効果が出ている時間は学校で過ごしているため、ご家族もその時間は接して

おらず効果が分かりにくいこともあります。 

そのため、せっかく有効であっても内服の拒否や自己中断に至ることがあります。 

「夜なかなか眠れない」 
「朝起きても疲れがとれていない」 

「いびきが大きいと言われた」 

 そんな睡眠の悩み、我慢していませんか？ 

 実は、これらの症状の背景には「睡眠時無呼吸症候群」や

「不眠症」など、治療が必要な病気が隠れていることもありま

す。 

当院では、睡眠に関する悩みを専門的に診療する『睡眠外

来』を行っています。 

自宅でできる検査や、治療方法のご相談も受け付けてい

ます。 

気になる方は、0887-38-7111（代表）・睡眠外来まで 

お問い合わせください。 

『メチルフェニデートが有効な注意欠如多動症における効果の自覚の検討』 

                  院長 臼井大介  

睡眠外来のお知らせ 

 事前に、自分では効果の実感が乏しいことが一定の割合であ

ることを説明しておくことで、自己中断や拒否の軽減に繋がると

考えて、先ずはどの程度効果の自覚があるのか無いのかを調査

した結果の報告がこの論文です。 

 62 名の患者さんで検討し、他者評価で有効であっても効果の

自覚が無い患者さんが63％におよびました。実に 2/3 近くの患

者さんが先生や家族など他者からの評価で良い変化が起きてい

ても、自分自身ではそれを感じられないことがわかりました。 

 この結果を事前に本人・家族に伝えておくことで、自分で効果

が無いと感じることはよくあることと説明できますし、自己中断を

防ぐことが期待されます。 
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【30 年勤続者】 

外京 由美（回復期リハビリテーション病棟 看護師長） 

大久保 広美（西病棟 看護師） 

小松 幸恵（回復期リハビリテーション病棟 看護師） 

 

【20 年勤続者】 

小松 真弥（リハビリテーション部 言語聴覚士） 

巳嵜 裕子（外来・中材手術部 看護補助者） 

 

【15 年勤続者】 

井川 直樹（副院長兼脳神経外科部長） 

西尾 真実（西病棟 看護師長） 

前野 友秀（リハビリテーション部 理学療法士） 

谷口 梨奈（リハビリテーション部 作業療法士） 

森下 茜予（リハビリテーション部 作業療法士） 

小山 栄治（経営企画部総務課 事務員） 

 

【10 年勤続者】 

弘末 小雪（回復期リハビリテーション病棟 看

護師） 

原 京香（リハビリテーション部 理学療法士） 

竹平 径代（リハビリテーション部 理学療法士） 

【5 年勤続者】 

松田 華音（西病棟 看護師） 

笹岡 萌（西病棟 看護師） 

白竹 智可（外来・中材手術部 准看護師） 

横田 健三郎（放射線部 放射線技師） 

田村 友哉（リハビリテーション部 作業療法士） 

山本 綾菜（デイサービスたの 介護福祉士） 

小松 由佳（経営企画部医事課 事務員） 

研修報告 

このたび第 2 回フットケア研修を開催し、多くのスタッフが参加しま

した。 

今回は、実際の患者さんにご協力いただき、臨床の現場に即した指

導を受けることができました。 

講義での知識と現場での実践がつながることで、「明日からすぐに

活かせる」内容となり、参加者からも「非常にわかりやすかった」との声

が多く聞かれました。 

講師は今回も岡村病院様よりご来院いただきました。豊富な知識と

丁寧なご指導を賜り、心より感謝申し上げます。 

今回の学びを日々のケアに活かし、患者さんの足を守る看護を、こ

れからも実践してまいります。引き続き、患者さんに寄り添う看護の実

現に向けて、スタッフ一同努めてまいります。 

看護部長 岡本直樹 

 

『第 2回フットケア研修』を開催しました。 
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「知っているようで知らない！？脱水について」 

令和 7年 5 月 23 日（金）11：00～12：00 

リハビリテーション部 理学療法士 小川雅史 

 

 毎月第４金曜日 11：00～たのたの温泉で開催

していました『楽楽けんこう隊』が、令和７年７月

から変わります。 

 

 日程：毎月第4水曜日の 13：00～13：30 

 開催場所：田野病院新棟１階待合室 

 費用：無料（先着順お土産有） 

 

 これまでは、リハビリスタッフによるテーマに合

わせた軽い運動と講義を行っていましたが、多

職種で構成された田野病院の強みを活かしテー

マの幅を広げることとなりました。 

 講師は、医師や看護師・薬剤師など色々な職

種を予定しています。令和７年度の年間予定

（案）を作成しましたので、気になるテーマがあれ

ば是非ご参加ください。 

 

※受講された方には、今まで通りたのたの温泉の入浴券を

500円で販売します。 

「シリーズ：ロコモ①腰の痛みについて」 

令和 7年 6 月 27 日（金）11：00～12：00 

リハビリテーション部 理学療法士 下村拓也 

 

「シリーズ：ロコモ②転倒予防教室」 

令和 7年 4 月 18 日（金）11：00～12：00 

リハビリテーション部 理学療法士 小野川季 

 
４月のけんこう隊は、『転倒予防』をテーマに行いました。今年入職した、リハビリテーション部の新人職

員 6人も同行し、いつもとは違う緊張感の中行うことができました。 

内容としては、近年問題となっている少子高齢化の話から始まり、転倒することで怪我しやすい部位や

自宅内で転倒しやすい場所などを説明させて頂きました。次に、聴講して頂いた参加者の方へ体力測定

を行いました。全員が、真剣に測定をする中でこういった声もあがってきました。「私の時間（測定結果）は

どうなが？」、「何か運動した方がえいろうか？」「転けそうになることがある。」など、色々な意見を聞きな

がら測定することが出来、とても有意義な時間となりました。 

参加者の方から疑問点が挙がるなかで、どのような運動をしたらいいの 

かと聞かれることがありました。全身運動になる歩く事が良いと思います。 

しかし、これからの季節は暑くて散歩をすることが難しくなると思います。 

なので、家の中での足踏みや、立った姿勢で同時に踵をあげる運動などを 

することも大事だと思いますので、ぜひ皆さん行ってみてください。 
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【夏野菜の梅わさび和え】 

栄養部 管理栄養士 塩田雪月 

✿ポイント 

今回は旬の夏野菜に塩味と辛みを合わせた食欲増進

が期待できるレシピにしてみました。 

なすやトマトには抗酸化作用があり夏バテによる疲労

を回復させてくれる効果があるため旬のこの時期には

積極的に食べてもらいたいです。 

簡単なレシピになっていますので、ぜひ作ってみてくだ

さい! 

✿材料（2人前） エネルギー65kcal  

たんぱく質 1.7g 塩分量 0.8g 

・きゅうり       1 本      

・ミニトマト      3 個 

・なす         1 本     

・サラダ油       大さじ 1/2      

・はちみつ梅干し（普通の梅干しでも可）  1 個 

A.わさび        小さじ 2/3 

A.しょうゆ       小さじ 2   

A.鰹節         適量       

✿作り方 

①きゅうりを麺棒などでたたき、手で適当な大きさにち

ぎる。ミニトマトは 2 等分に切る。なすは乱切りにした

後、分量のサラダ油をひいて炒めておく。 

②はちみつ梅干しを包丁でたたきA と混ぜ合わせる。 

③①と②をボウルに入れて和えたらできあがり。 

6 月 27 日(金)当院 3F 北会議室にて、薬剤部・斉藤部長による『ミャンマー地震（2025 年３月 28 日発

生）医療支援活動報告会』を開催しました。現地マンダレー市での支援活動を通して得られた経験を、写

真と動画を交えて共有しました。被災地の厳しい状況や医療チームの取り組みについての報告は、参加

職員にとって大変貴重な学びの機会となりました。1日でも早い復興を祈るとともに、この報告会を今後起

こりうるであろう南海トラフ地震に活かせるよう、当院でも災害研修などの取り組みを行っていきます。 

経営企画部総務課 江口晃志 

『ミャンマーでの医療支援活動について』 報 告 会 

テント内での薬剤師活動 院内報告会 

発生後の様子 

40℃近くになることも 
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サメの骨格標本 
リハビリテーション部 作業療法士 西岡大成 

 私は作業療法士として働く一方で、趣味でサメを対象に骨格標本を作っています。元々サメ好きが高じ

て料理のみを目的に購入してきましたが、いつしか標本を作る方法を知り、気付けば 5 年の月日が過ぎ

ていました。標本の元となるサメは、2ｍを超える大きいものや、普通は手に入らない希少なものまで、と

にかく幅広いです。 

  この職場に限らず、一般的に標本作りというものを趣味にしてい

る方は少ないと思います。何が趣味であれ、好奇心とやる気を極め

ると、思いがけない領域にたどり着くことがあるのだと実感していま

す。そして少なからず興味を持ってくださる方もいるので、話ができ

ることも楽しみの一つになっています。 

 私が製作した標本は、リハビリテーション受付に飾っています。定

期的に新しいものを持ってきては更新していますので、興味のある

方は是非ご覧ください。 

 

たのたの温泉 30 万人突破
 4月29日、たのたの温泉において「30万人突破記念」イベント

を行いました。 

 記念すべき 30 万人目のお客様は、大阪府から来られたご夫婦

でした。記念品として中芸地区地場産品の野菜やお菓子などの

詰め合せに、証明書を付け贈呈させていただきました。これから

四国一周される予定のお客様でしたので、新鮮な野菜は特に喜

ばれました。 

 たのたの温泉は、健康増進施設として開業し今年が 10 年目の

節目になります。 

これからも多くの皆さまの癒しと安らぎの場となるよう、スタッ

フ一同努力して行きます。 

編 集 後 記 
夏といえば、さまざまなイベ

ントが盛りだくさんですね。予

定を立てるだけでもワクワクし

ます。 

しかし、年々暑さが増すこ

の季節に、嫌気がさす方も多

いと思います。熱中症に気を

付けてこの夏をたのしく乗り

越えましょう! 

 

経営企画部総務課 江口晃志 


